
 

ＩＲいしかわ鉄道 日本鉄道賞特別賞受賞に関する 

知事への報告について 

 

 

標記について、下記のとおり実施されますので、お知らせ

いたします。 

記 

 

 

１ 日 時  令和８年１０月２６日（月）１５：３０～ 

 

２ 場 所  知事室 

 

３ 内 容  第 25回日本鉄道賞特別賞受賞に関する報告 

 

４ 出席者  ＩＲいしかわ鉄道株式会社 

代表取締役社長 内田 滋一 

 

５ その他  ＩＲいしかわ鉄道マスコットキャラクター 

「あいまるくん」も同行します 

 

 

※報告終了後、知事室において知事およびＩＲいしかわ
鉄道社長による取材対応あり  

令和８年１０月２２日（木） 
企画振興部交通政策課 
担当者：奥、北間 
内 線：3701、3713 
外 線：076-225-1395 



参考

■日本鉄道賞特別賞 受賞記念楯

■マスコットキャラクター「あいまるくん」



 

 

 

 
令和８年９月 18 日  

鉄 道 局 

鉄道サービス政策室 

 

第２５回「日本鉄道賞」の受賞者が決定しました！ 
 

【日本鉄道大賞】   
○九州旅客鉄道株式会社 

 『つばめの大冒険～九州新幹線全線開業 15周年プロジェクト～』 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞】 
○東日本旅客鉄道株式会社 

『営業列車を活用した短時間でのデジタル空間上での点検手法の構築』 

○ＩＲいしかわ鉄道株式会社 

『「子育て応援スマイルきっぷ」をはじめとしたなかなかいいね！と言われる鉄道会社を目指す 

取り組み』 

○東日本旅客鉄道株式会社、株式会社ジェイアール東日本物流  

『はこビュン 荷物専用新幹線による大口荷物輸送サービスについて』 

 

「日本鉄道賞」は、「鉄道の日」創設の趣旨である鉄道に対する国民の理解と関心を深め、国民の強

力な支持を得るとともに、鉄道の一層の発展を期することを目的としており、鉄道に関する優れた取り

組みに対して表彰するものです。 

【選考の方法】 

日本鉄道賞表彰選考委員会において、全応募案件について、応募者よりオンラインでヒアリングを

行い、各委員が評価の上、議論・選考し、受賞者が決定されました。選考理由については別紙をご参

照下さい。  

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会委員】（50音順 敬称略） 

委員長  加 藤 浩 徳  （東京大学大学院工学系研究科教授） 

小 倉 沙 耶  （一般社団法人交通環境整備ネットワーク審議役） 

須 田 昌 弥  （青山学院大学経済学部教授） 

  長 根 広 和  （日本鉄道写真作家協会会長） 

藤 井 聡 太  （公益社団法人日本将棋連盟 / 棋士） 

藤 田 大 介  （日本テレビ放送網株式会社 / アナウンサー） 

道 辻 洋 平  （茨城大学学術研究院応用理工学野教授） 

山 口 昌 彦    （株式会社交通新聞社 月刊「旅の手帖」編集長） 

岡 野 まさ子  （国土交通省鉄道局長） 

 

＜問い合わせ先＞ 

鉄道局鉄道サービス政策室  髙橋、金子、重松、澤部 

代 表：03-5253-8111（内線：40633） 

直 通：03-5253-8542 

 



 

 

【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別賞 

『子育て応援への取り組み』特別賞】 

 ◎ＩＲいしかわ鉄道株式会社 

『「子育て応援スマイルきっぷ」をはじめとしたなかなかいいね！と言われる鉄道 

会社を目指す取り組み』 

（施策内容） 

子育て世帯の経済的負担を軽減し、家族で気軽にお出かけできるよう「子育て応援スマイル

きっぷ」を導入。小学生に加え、中学生や同伴する大人も利用しやすい料金とし、子育て世帯

全体を応援しています。 

また、快速列車の運行により金沢への通勤時間を短縮するなど、沿線での暮らしやすさも向

上。鉄道の力で子育てしやすく、暮らしやすい地域づくりに貢献し、「なかなかいいね！」と

言われる鉄道会社を目指しています。 

 

（選考理由） 

少子化が進む日本において、「子育て支援」は大きな社会的課題です。それは大都市圏だけ

でなく、人口流出が進む地方都市圏においてこそ切実です。ＩＲいしかわ鉄道は、この問題に

対して「家族で気軽に外出できる機会を提供したい」という、他社とは一味違う観点から検討

を始めました。子育て「支援」ではなく「応援」であるところにその自負がうかがえます。こ

ども運賃を下げるという取り組みは近年各社で実施されていますが、子供（小学生）だけでな

く（運賃制度上は）大人である中学生、そして子供と一緒に乗車する親の運賃も格安にしたの

です。全線乗り放題で小学生は 200円、大人でも 800円という設定で採算が取れるのだろうか

と心配になりますが、今のところ運賃収入はむしろ増えているとのことです。 

先行事例で利用された IC カードではなく、安価かつ迅速に導入可能な「フリー切符」の形

にするなど、背伸びせず、それでいて沿線利用者のニーズをとらえた点など、「なかなか」、い

やかなりいい取り組みではないでしょうか。このような一連の取り組みが今後も継続されるこ

とを期待しつつ、ここに『子育て応援への取り組み』特別賞を授与します。 
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